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自治労連自治労連

労働組合は労働者が、思想・信条の違いを
越え、同じ労働者として一致した要求に
もとづいて団結し、運動する自主組織で
す。労働者は労働組合に入ることで、初め
て雇用主（当局）と対等な立場に立つこと
ができます。労働組合の先輩たちが当局
に制度化を求め実現したから、有給休暇
や育児休業など安心して働き続けられる
制度があります。自治労連は結成以来、
「三原則」を貫き続けているからこそ、職
場からも地域からも信頼されながら運動
を展開しています。

組合員の要求を取りまとめ、
毎年各省庁と交渉しています。
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みんなの要求
正規も非正規も
力を合わせて実現へ

私たちの職場には様々な雇用形態の労働
者が働いています。また、年齢や性別の違い
などもあり、仕事を続けるための一人ひと
りの持つ要求は多様です。「もっと給料を上
げてほしい」「定時で帰りたい」など、働く者
の要求を大切にし、その実現に向けて力を
合わせて取り組むのが労働組合です。自治
労連は、「すべての自治体・公務公共職場で
働く労働者」の生活と権利を守る取り組み
を、全国で展開しています。

雇用主（当局）と
対等であってこそ
意見が言える

労働組合は、自分たちで活動内容を決
め、自分たちで行動するものです。雇用
主や当局に資金援助を受けるなど、関与
されれば雇用主や当局に対して、意見を
述べることができず、要求を実現させる
ことも困難になります。自治体で誤った
問題が起きた時、住民を守る立場で当局
に意見を言うのも労働組合の役目です。
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思想・信条の自由を
保障してこそ前進できる
要求実現運動

国民・労働者の思想・信条は、憲法でも保
障され、いかなる場合でも侵されるべき
ではなく、誰かに強要されるものでもあ
りません。政党は、政治理念が一致する
人たちで結成されています。労働組合が
組合員に一部の政党への支持を強要し
たり、組合員から預かった組合費を、政
党の活動に使うことは、組合員の思想・
信条の自由を侵すことになります。自治
労連は住民や組合員の要求を実現する
ために、一部の政党を支持するのではな
く、複数の政党を含む様々な個人・団体
と対等・平等になって、一致した要求で
協力・共同の立場を貫いています。

仲間こそ、労働組合のチカラ
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